
瀬戸臨海実験所年報，第 15巻， 2002

田辺湾周辺海域の腔腸動物相
盤水母目・管水母目(刺胞動物門， ヒドロ虫綱)

久保田信

Faunal Iist of Coelenterata collected from Tanabe Bay and its vicinities. 

Order Chondrophora and Order Siphonophora (Cnidaria， Hydrozoa) 

SHIN KUBOTA 

ヒドロ虫綱に属する盤水母目と管水母自は、

多くの種が終生プランクトンで、群体を形成

し、複雑な構造を呈することが多い。盤水母自

!土少数種から構成される小分類群で、あるのに対

し、管水母目は、世界で約160種ほどが知られ

る比較的大きな分類群である。管水母類の多型

群体は、プランクトンネット引き採集時に容易

に分解し完全な 1群体を採集するのは難しい

が、世界最長の動物として体長40mの記録があ

る。また、刺胞毒が強いものも多く、カツオノ

エボシがその代表である。

生活史に関しては、成熟クラゲからプラヌラ

幼生を得て、室内飼育で再び成熟クラゲまで成

長させるのは困難なため、ほとんど解明されて

いないp また、世界各地の水族館で、この両目

が長期にわたって飼育展示された例もない。

わが国沿岸からは、これまで盤水母目が2科2

属2種、管水母目は3~ 目 11科24属38種が知られ

ている (Kawamura， 1954;久保田， 1992， 1998;山

田， 1997'0回』湾周辺海域からは、佐水母目が

2科2属2種、管水母自が3亜目7科12属18種記録

されており、この海域で見られる両分類群は、

日本産既知種のうち、盤水母目では全2種、管

水母目では約2/3の種となるc 以下のリスト(目

.~目ごとに学名のアルファベット順に示す)

では、シノニムは[ ]中に並記し(参考文献

参照)、和名があればそれを付した。本リスト

中、瀬戸(白浜)付近が模式産地となっている種

はない。

本稿をまとめるにあたり、喜多村稔博士か

らご教示を得たので深謝する。

田辺湾周辺海主要で配録された盤水母目と管水母自のリスト

Order Cbondropbora盤水母目

FamiJy Velellidaeカツオノカンムリ科

Velella velella (Linnae凶， 1758)カツオノカンムリ [Velellalata Chamisso叩 dEysenhardt， 1821] 

Family Porpitidaeギンカクラゲ科

Porpita porpiω(Linnaeus， 1758)ギンカクラゲ [Porpitapacifica Lesson， 1826; Porpita umbrella O. F. 

Muller， 1776] 

Order Sipbonopbora Escbschol凪 1829管水母目

Suborder Calycophorae Leuckart， 1854鐘泳亙目

Family Diphyidaeフタックラゲ科

Abyla spp.ハコクラゲ属の数種

Abylopsis tetragona (Otto， 1823)ハコ クラゲモドキ

Chelophyes contorω(Lens and van Riemsdijk， 1908)ヨジレフタックラゲ [Diphyescontorta Lens and 

van Riemsdijk， 1908] 

Diphyes bojani (Eschscholtz， 1829)トガリフタックラゲ [Eroseabojani Eschscholtz， 1829] 

D. chamissonis Huxley， 1859タマゴフタ ック ラゲモドキ [D伊砂opsischamissonis (HuxJey， 1859)] 
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D目 disparChamisso and Eysenhardt， 1821フタックラゲモドキ [Dip砂opsisdipar (Chamisso and 

Eysenh紅白， 1821)]

Eudoxoides spiralis (Bigelow， 1911)ネジレクラゲ [MuggiaeaspiralおBigelow，1911] 

Muggiaea atlantica Cunnigham， 1892ヒトツクラゲ

Family Sphaeronectidae 

Sphaeronectes i庁 e伊 ralis(Claus， 1873) [争haeronectestruncata Schneider， 1898] 

Family Prayidaeアイオイクラゲ科

Rosacea cymbiformis (Delle Chiaje， 1822)アイオイクラゲ [PrのJaのJmbiformisDelle Chai司je，1822] 

Suborder Cystonectae Haeckel， 1887嚢泳亜目

Family Physaliidaeカツオノエボシ科

Physalia physalis (Linnaeus， 1758)カツオノエボシ [Physaliap勿Isalisutriculus La Martiniere， 1829] 

Family Rhizophysiidaeボウズニラ科

Rhizophysa eysenhardti Gegenbaur， 1859ボウズニラ

R. filiformis (Forscal， 1775)コボウズニラ

Suborder Physonectae Haeckel， 1888胞泳亜目

Family Agalmidaeヨウラククラゲ科

Agalma okeni Eschscholtz， 1825ヨウラククラゲ [Crystallomiapolygonata Dana， 1858; C. rigidum 

Haeckel， 1869コヨウラククラゲ]

Nanomia bijuga (Delle Chiaje， 1841)シダレザクラクラゲ [Cupulitapicta Haeckel， 1888; Cupulita 

pieta Chun， 1891; Stephanomia bijuga (Delle Chi司e，1841)] 

N cara A. Agassiz， 1865ナガヨウラククラゲ

Family Physophoridaeパレンクラゲ科

Physophora hydrostatica Forskal， 1775パレンクラゲ [Physophorahydrostatica minor Kawamura， 

1954; P. h. major Kawamura， 1954] 
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